タルノフスキー（Tarnovski）
Tarnovskiはソロのほか、Gurun Gurun（Buh Records）、Wabi Experience（Mikroton Recordings）、IQ+1（mappa）などでも活動している。作家 Petr Borkovec や映画監督 Martin Ježek とのコラボレーション、また Petr Válek、Ondřej Merta とのトリオ Metal（Flaming Pines）でも演奏している。AVプロジェクト Telekinetic Assault Group のメンバーでもある。

舞台音楽、フィールドレコーディング（Prosoxi Skylos名義）、ラジオドキュメンタリー（Lukáš Jiřička との共同制作）、リミックスやミックステープ（NTS、Dublab、Headphone Commute など）も手がけている。


即興のセットでは、ポストクラブ的な感覚、musique concrète、アコースティック音の変形、ジェネラティブなアプローチがゆるやかにつながっていく。


日本の音楽家との関わりも深く、Takako Minekawa、Cuushe、Rie Nakajima、Asuna らと共演。Haco のアルバム2作品に参加し、日本とヨーロッパでツアーも行った。イタリアの Mai Mai Mai とのスプリット作品をリリースし、Oldřich Janota の回顧的な8枚組作品のプロデュースも手がけている。参加作品は Room40、Genot Centre、Warm Winters、Home Normal などからリリースされている。これまでに Miki Yui、Seth Graham、Black to Comm、Yearning Kru、Dan Law、Jan Jelinek らと共演している。


また、実験音楽とサウンドアートに焦点を当てた小さなレーベル Jipangu のキュレーションも行っている。


ウェブサイト
https://linktr.ee/tarnovski

主なディスコグラフィー
Gurun Gurun > Uzu Oto (Buh Records, 2022)
Haco > Nova Naturo (Room40, 2021)
Haco / Tarnovski / Wong / Minekawa > Kannazuki (Warm Winters Ltd. 2019)
Válek Merta Tarnovski: Metal (Flaming Pines 2023)
Wabi Experience > Wabi Experience (Mikroton Recordings 2019)
IQ+1 > Conversaphone Plus (Mappa 2019)
Haco > Qoosui (Room40, 2017)
Luna & Tarnovski (Genot Centre 2017)
Gurun Gurun > Kon B (Home Normal 2015)
Gurun Gurun > Gurun Gurun (Home Normal 2010)

インタビュー
www.thewire.co.uk/in-writing/interviews/constant-rotation-an-interview-with-gurun-gurun
www.gurunas.net/silent_ballet.htm
www.tokafi.com/15questions/15-questions-gurun-gurun
www.chaindlk.com/interviews/gurun-gurun
映像（Gurun Gurun）
https://youtu.be/4TM8D1P6Gc8
https://youtu.be/a9dnw5QEqcg
映像（Wabi Experience）
https://vimeo.com/341443410
